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「あ らたまのきへ」(3353),巻第七 に見える 「吾跡川」












2め協力を得て調査し,新 たに礎石2を 発見,従 来確認されたものを
加 えて全部そろう。3間4方 の堂(南 面)と なることを知 り,ま た
付近に石階遺構も確認した。
〔可睡斎僧録文書の調査と修復〕
歌川所員を主任 として,鈴 木泰山 ・坂井両所員は本学村長利根朗
教授,古 瀬吉秀講師,河 合正樹豊橋市史幹事,愛 知学院大学鈴木鋭
















小河川(汐 川)と 地下水の交流関係,地 下水と地形 ・地質 ・水質と
の対応について明 らかにした。
〔真珠恐慌 と養殖業の変動について〕




松下所員は1974年7月11日～7月13日に かけて 香港 ランタオ島に










間,立 教大学西沢利栄教授,山 梨大学吉村稔助教授 らとともに長野





























旧道,北 遠犬居 ・犬居城を調査し,関 係写真60余枚撮影,ま た三方
原の旧地 ・旧道地図 「浜松とその周辺」中,三 方原古戦場はその西
辺祝田坂上 一帯であるべきものを,三 方原中央追分北方を 「三方原










4「山名切 と新撰 朗詠集 」 「かな研究」1974年1月
「伝源俊頼筆 唐紙 歌合切 」 「かな研究 」1974年7月
「冷泉 孝恭 臨写」 「類聚鑑』(上)「かな研究 』1974年10月
〔坂井所員〕
「山村社 会の成立解 体 と親族組 織」 「三 田学会雑誌」1974年6月
〔鈴 木泰山所員〕
「曹洞宗教 団略 史」 「跳竜 』(曹洞宗大本 山総持 寺月刊誌)1973年
12月～1974年3月
「可 睡斎外 史」 『道 元」(可 睡斎)1974年3月 ・5月 ・6月 ・10
月 ・11月(継続執筆 中)
〔鈴木中正所員〕






「在村蘭学研究序説一 三河 を例 に一 」 「愛知 大学文学論叢」
第50輯,1973年12年
「近代 日本 と洋学」 「歴 史と人物」1974年11月
「幕末 明治期在村蘭方医 の生 き方 一 三 州住人玄朴門武田元順の




「近代 日本 の常民 的労働組織 と その地域的展開」 「愛知大学文学
論叢』第51輯
〔夏 目所員〕
「万葉集 防人歌 に 見 える 商長首麻 呂 の 周辺」 「同朋 大学論叢」
第30号,1974年6月
〔堀井所員〕
「名詞 文の機能」 「ア カデ ミア」第97集,1974年3月
「地 域社 会 と意味変化」 『愛知 大学綜 合郷土研 究所紀 要』第19輯,
1974年3月10日












「地 表 面 に お け る 放 射 収 支 と熱 収 支 」ClimatologicalReports,
1974年11月,立 教 大 学 よ り発 行
昭和49年度研究所組織
〔所 長〕
〔所 員〕
〔運営委員〕
〔事務委託〕
川越 淳二
歌川 学
見城 幸雄
坂井 達朗
鈴木 中正
中出 惇
牧野 由朗
山下 脩二
(庶務)
(企画)
(資料)
(編集)
川越 淳二
後藤 和夫
島本彦次郎
田崎 哲郎
夏目 隆文
松下 智
見城 幸雄
島本彦次郎
坂井 達朗
歌川 学
山本 朝子
久曽神 昇
近藤 恒次
鈴木 泰山
千葉 徳爾
堀井令以知
宮沢 哲男
5
